
≪当ＪＡにおける自己改革への取り組み状況について≫

１．農業者の所得増大

特別価格品目供給金額

　①肥料　　 ３億円

　②りんご袋 １億円

海外向け輸出出荷量

  年間  3,117ｔ

園芸作物販売額

  年間　　　 10億円

集荷数量（飼料用米を除く）

  年間　　　 10万俵

配当の継続実施

 年間目標金額　７千万円以上

２．地域の活性化

地域貢献活動

  年間　　　　 ４回

食農教育活動

     　提携学校全学年で実施

受診者数の年間増加数

　　　    人間ドック　100人100人

　    　　血液検査　　 25人 25人

直売所イベント活動

  年間　　　　 ６回

３．組織・経営力の発揮

組合員新規加入目標　

　　　　 年間 100人

委員会開催

年間  ４回

業務機構の充実化

　 平成30年４月実施

新たな役員選出要件

   令和元年６月実施

施設整備積立金新設

 　平成29年６月実施

固定比率

　　　　　　110％以上を維持

生産コスト
削減

重点項目

継続
｢ＪＡつがる弘前米」
の戦略的な販売

農産物
販売力の
強化

10億円 △
園芸作物販売金額の
増大

△

△

くらしの
活動の拡大

りんご海外輸出向け
出荷の拡大

利益の
還元

3,117ｔ    　 2,120ｔ

  　  9.5億円

良質かつ低コスト
資材の取り扱い

継続 △

取組項目

平成31年度（令和元年度）の
目標と結果

結果

購買・販売部門の強化
に向けた体制の継続

○

地区・支店運営体制
の見直し

支店運営委員会
４回開催

①肥料
　　　　1.9億円
②りんご袋
　　　　1.1億円

   　98,363俵

（令和２年３月末現在)

受診者増加数
人間ドック　 ０人
（受診者数　806人）
血液検査　　 ０人
（受診者数　257人）

目標

目標値
（平成29年度～平成31年度）

備考

継続

継続

継続

継続

継続

地域貢献活動の強化

出資配当　　2,219万円
事業分量配当7,500万円
（本総代会に提案）

○

○

○

△

○

○

令和２年３月末
積立残高４億円

令和２年３月末
117.9％

改正農協法に対応した
新たな選出要件の策定

継続

食農教育の強化

自己資本の充実化

①組合員加入の促進
②高齢・労力不足による
離農の抑制

施設整備積立金の
新設

継続

全店開催５回実施
（一部店舗で８回）
新たに軽トラ市実施

組織の
強化

△

△・・・未達成

△

○

○・・・達成

継続

継続

実施

剰余金に応じた
積極的な利益の還元

平成31年度の
新規加入129名

地域見守り活動３回

管内６校中
全学年実施　５校

○

経営の
強化

役員選出要件の
見直し

財務の
強化

業務機構の見直し

地産地消の拡大

健康管理活動の推進

継続


